
令和６年度「自然観察会」～秋のありがとう観察会（共催）～の記録 
北海道ボランティア・レンジャー協議会 

観 察 会 
秋のありがとう観察会 （自然ふれあい交流館前～Ⓐ：ふれあいコース往復 約2km、 

Ⓑ：桂コース往復 約2Km） 

 開催日時 ２０２４（令和６年）１１月２日（土）； ９：５０～１２：１０ 

天 候 曇り一時にわか雨（微風） 日最高気温１４．９℃ 日最低気温５．１℃ 

参加者数 一般参加者：２３人 （班編成：６班） ／ ボラレン：１２人（前日の下見会；１２人） 

 

 

 

 

 

 

 

 
観察記録 

 

 

草本 

[開花] エゾノコンギク、ヒメジョオン、ムラサキツメクサ、ユウゼンギク 

[結実・葉だけ] オオアワダチソウ、ガガイモ、クマイザサ、ゲンノショウコ、 

コウライテンナンショウ、サイハイラン、セントウソウ、ススキ、チシマザサ、 

トケンラン、ノラニンジン、ルイヨウショウマ 

ヒメスイバ、ヘラオオバコ、ヨシ、ヨブスマソウ  

 

 

 

 

木本 

[紅葉] ハウチワカエデ、ヤマモミジ 

[黄葉] アカイタヤ、イタヤカエデ、カラマツ、コシアブラ、ハリギリ 

[褐葉] ミズナラ 

[緑葉のまま落葉] ケヤマハンノキ、ハンノキ 

[結実・冬芽・他] アカミヤドリギ、アキグミ、アズキナシ、イヌコリヤナギ、 

エゾノバッコヤナギ、エゾユズリハ、オニグルミ、カラマツ、キタコブシ、 

コマユミ、サルナシ、シナノキ、シラカンバ、タラノキ、ツタウルシ、ツリバナ、 

ツルウメモドキ、ツルシキミ、ツルマサキ、ドロノキ、ナナカマド、ノリウツギ、 

ハイイヌガヤ、ハルニレ、マユミ、ホオノキ、ミズキ、ヤチダモ、ヤドリギ、 

ヤマグワ、ヤマブドウ 

 シダ イヌガンソク、コウヤワラビ、ジュウモンジシダ 

鳥 
アカゲラ、エナガ、キバシリ、コゲラ、シジュウカラ、ツグミ、ハシブトガラ、 

ヒヨドリ、ヤマガラ ※声のみを含みます 

生き物 
ウメノキゴケ（地衣類）、エゾマイマイ、サッポロマイマイ、ザトウムシの仲間、 

メノコツチハンミョウ（有毒）、ユキムシ（トドノネオオワタムシ） 

 

 

 

 

感想など 

・野幌森林公園で年に２回行っているゴミを拾いながらの「ありがとう観察会」は今回が４７

回目です。子ども１名を含む２３名にご参加いただきました。子どもさんのグループは、冬

目前に舞い始めたユキムシとの追いかけっこをしながらの明るく賑やかな観察会でした。 

・前日の雨でしっかり潤った森でしたが、当日の天気はなんとか持ちこたえて二つのコースす

べてのグループが目標の折り返し地点まで到達し時間内に戻って来ました。 

・この季節、森の中は成熟した果実が多くみられると同時に、木々の葉が落ちているので野鳥

が探しやすい季節です。この日も森中に響き渡るドラミングの音と共にアカゲラが観察でき

ました。ツルシキミなど常緑性の低木も見つけやすくなっていましたよ。 

        （記録：飯田、写真：渡辺、蔵谷） 

 

交流館前で開会式 ヤマモミジ紅葉 

マユミ果実 

ツルシキミ果実 アカゲラ 

セントウソウ これなんだろう？ ツルウメモドキ果実 


